
 

 

 

 

 

寒い日が続いています。体調はいかがでしょうか？ 

広瀬川は、凍てついた水辺に前年と変わらずハクチョウ等沢山の渡り鳥が泳ぎ（越冬期間３月末頃まで）羽を休め

ています。今年は、広瀬川擁壁工事や橋梁補強工事のため例年より訪れる市民も少ないようです。 

さて、広瀬川清掃は（１、２月冬季休み）３月実施は予定していましたが、広瀬橋区域が工事の為、中止といたし

ます。次年度に向け、活動の充実を図りたいと考えていますのでご意見をお待ちしております。 

 

 

＜報告事項＞ ～郡山堀の初歩き～ 

◆１月１１日（土）初歩き  

広瀬橋から郡山堀（広瀬川郡山堰～長町１丁目～あすと長町～郡山３丁目）急成長する

副都心「あすと長町」を貫流する郡山堀を巡りました。市立病院・仙台長町メディカル

プラザ・イケア仙台等の年内オープンをはじめ豪華マンショの分譲も続々と続く副都心

の新街区を見学し道々ごみ拾いをしました。この地域は１３００年以前の国出先機関（官

が）があり、近代には旧国鉄時代の操車場として、また工業地域として利用されてきま

した。現在この地域にビル群が誕生して様変りしましたが、この地域には郡山堀の千年

も変わらない歴史があります。この郡山堀と地歴について、以前、あすと長町周辺の歴

史、環境、防災利用をテーマとする整備に関する要望がありましたが残念ながら地域の

意見は活かされませんでした。将来、郡山歴史館が整備されることを希望します。 

最後に郡山の廃城跡の説明版を見学しました。 

初歩き終了後「五十集屋」で新年会。お酒も進み「長町歴史の会」の話題等で大変盛り上がりました。（参加８名） 

◆国交省仙台河川国道事務所へ河川協力団体申請 

1月31日、国交省管理区間（広瀬橋から下流）の河川協力団体の申請（１/３１締切）をしました。 

広瀬川の環境保全活動を国が支援する新制度で、今までの団体の活動実績を審査して国が指定する制度です。 

この新制度の情報は、１月７日に他団体からのメールで知りました。国直轄管理区間に本会活動が及んでいること

から急きょ申請手続きを行わせて頂きました。結果は未定ですが、分り次第役員会に諮り皆様へお伝えします。 

 

【広瀬川追想】  

左の写真・広瀬川を基軸として仙台を開府した伊達政宗公の胸像です。 

青葉城址の騎馬像はご周知でも、この胸像はあまり知られていませんね。 

昭和１０年５月、政宗公没後３００年を記念し、現在の城址に据え付けられた胸像（現在の騎

馬像は２代目）です。先の戦争で金属供出され、戦後篤志家がスクラップ状態の胸像を買い受

け、紆余曲折、現在市博物館庭に据えられています。 

胸像からも政宗公の品位を感じる最高の美術品です。（現在の騎馬像は昭和３９年設置）。作者

は、明治３２年生れ宮城県柴田町出身の小室達（こむろとおる）氏です。旧制白石中から東京

美術学校（東京芸大）に入学し、研究科へ。苦学の下帝展無鑑査に至るほど優秀な彫刻家でした。３４才の時、郷里

の推薦により小室氏が政宗公の偉業を称え、精魂込めて作り上げた彫刻です。５３才没。郷土の偉人です。 
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河川清掃 ２月～３月お休み。通信が遅くなり申し訳ありません。 

（太白区郡山３丁目国史跡看板） 


